

































































































































































考えなければならないということになって、結局、阪大としては、大高、波高、こ はどうしても一緒にやら ければならない。 ころが浪高の方は府立なものですから、定員が闘の方にないわけなのですね。それでどうするかと。文部省の方針も、中央の設買審議会の方針も、
工業専門学

























































































































































































































































問時に 教員資格審安委員会というのができた でしょうかね。そうやって、資格審査をやり直すとい ことになったのではないかな。今でも全図的な というものはあるわけ すけれども、最初できたのは、陥判例大学と高等学校を合併するときに、そうなっ はないですか。
ともかく私の記穏では、大学の悶舗の教官の方からはそう
いう意見が、高校の先生方からは容査をやるな 意見が出ましように思いま 。ですから、あのときかなり気の毒をした先生もあると思うのですが。
























































































今は教養部という体制でずっと来ているわけですね。こういう制度いいと思っておられますか。それ もこ は改革すべきだ お考えでしょうか。先生方。西山
旧制高校の先生方は、すっかり退職され のでわかりません




























































































を持っておらず 教義は教義と 権限を持ち、そのために連絡協議会を設けてやる方針である。京都大学は教官 学部に分属させず、教守口の文部省発令を大学までにとどめ、以下、学部所属、講座所属は大学発令とし、専門教官は川内々講座担当を命ずるとし、
一般教義は何々









































































































いますか、予算定員 にずれが ほか 部局よりは目立つわけなのですけどね。たとえば、教養部に助手というのがなかった当時に、助手を入れるについて、今、先生がおっしゃった、まさにそういう て、
教養部に助手をやるということが、
ちゃんと記録にも残っているわけ
ですけれども、しかし 助手だけではなく、そう う操作をずっと引き続いて、ある窓味で教養部の突定員 いう形で定着しております。
赤堀
そうかもしれませんね。特に教養部の方には、そういう空席




























































































































































































































































































































栄養素として見る。栄養学というものは、相当有力 学問の領域として、役界的に認められている。栄養学の研究対象 い は、主として蛋由質ですね。それから一方で制限酵の関係の方では、酵素の研究というものとは別に、非常に進んでおって、別な流れとなっていました。
ところが、酵


















































































































きるというようなことを一寄ったのです。それで研究所のと に 真っ向から蛋内向を出して、それで私正十年史を書いてびっくりした ですが、私、須問先生のあの部門は、あれは一審最初は 学部円だったのですね。
したがって、今度は真っ正聞からやったために、蛋白質研

















































































































































































































































































































































































































































やって、理学部、産研はまだ きたばかりだから、産研と理学部は一絡に れ いうこ で
絡にやった。
また運窓く、私が恕学部長をやっていたときで、
ついでだからおま
え委員長やれと。それで、みんな同僚を裁くようなことになりまして、多少はみんな、戦争に協力したことがあるのです 。や ま
マコ
たら、みんな首にさ る危険性がある。大体、翠部や戦争に協力した人はやめろということですね ういう
GHQ
指令を正確にそのとお
り遵法する方針なのか、あるいはそう 圧力をでき だけ最小限とどめるように訪戦ずるのがいいのか、教授だけの秘密会を聞い
それで謀本方針を相談したのですよ。そうしたら、ある教授が、それはやはり、正確にマッカ!サ
i指令に従わなければいけないという、
それをぼくは意外だったので、弱ったと思った。そのときぼくがいったのは、私は初めから、できるだけ少なくしようと。
できるなら、そ
れでやめる人な出さないよう したいというのが本心だったから。
ある教授が、やはりマッカlサ
i指令を正直に遵法しなければいけ
な
し、
い出したから、結局、
みんながそうなってしまったのです。
ではそれでやりましょうといってやったのだが、結局はだれも出なかったのです。投票過半数でやめるべきだとい 禁をもらった人はなかっこ?ナ
30
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みんなやめなくていいことにたった。
泉
よかったですね。
中馬
さっき教授だけの秘密会とおっしゃいましたけれども、教授
以外の人も。
赤堀
審査会には事務局も入ったのですよ。学生課長なども入った。
しかし秘密会は教授だけでやった。そういうことを秘密会で言ったのだから、わからないと思ったら、
その数日後にある教授が、
あんなことを言ったのがもう
GHQ
の
方にちゃんと通じてい (笑い)。
もうわかっているから、
そのうちに
引っ張られるよといわれて弱ったですよ。どうなるかと数日間びくびくしていましたよ。
結局、来なかったですね。その先生がおどかしたんだね。人の悪い
やつだ(笑い)。
泉
呉先生は、戦争は負けたか
って、やめて引っ込んでしま
った。
芝
間一八先生、がおやめになったのは、それより随分後ですね。それと
は関係ございませんですね。
赤
堀
はい、一一年近く後ですから、関係ないが、呉さんは浮佼を見
限って隠遁生活をしようとしたのですね。古川
あのとき危なかったのは菊池(正土)先生ゃなかったのですか。
赤堀
菊池先生は、とに く 番危ない方だったね
ο
ぼくだって多
たら、ぼくも少あり、まずから、菊池君、小竹無二雌先生ね、この二人の先生がやめ
にやめなくてはならんと思っていた。
ます。
芝
川以後は全員教授の投票で決まったわけですか。
赤堀
そう投票で、無記名投票で。
中馬
それでは時間も大分過ぎましたので、これで終りたいと思いどうも有難うございました。
(文江
紀婆編集委員会)
赤堀羽虫店先生を箇んで69 
